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ヒト悪性腫療とヌードマウス移植腫療の
制癌剤感受性の相関i乙関する研究
京都大学医学部外学教室第2講座（指導：日笠頼則教授）
水野恵文
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Correlation between in Vitro Chemosensitivity 
of Human Tumors and the Corresponding 
Xenografts in Nude Mice 
YOSHII-!UMI MIZUNO 
The 2nd Department of Surgery, Faculty of Medicine, Kyoto University 
(Director: Prof. Dr目 YORINORIHlKASA) 
Many investigators have transplanted human malignant tumors into nude mice and their 
studies have shown that morphological and functional properties of original tumors were re-
tained well in the corresponding xenografts. 
However, preservation of chemosensitivity in the xenogra丘isstil unclear. As a means of 
investigating whether the chemosensitivity of the xenngraft in nude mice is similar to that of the 
original tumor when it grows in the patient, the author examined the in vitro colony form乱tion 
and chemosensitivity of patient’s original tumors and the corresponding xenografts in soft agar 
clonogenic assay. 
The following results were obtained. In this study morphology of the original tumors was 
retained well in the xenografts. The xenografts showed several times higher plating efficiencies 
and became more sensitive to anticancer drugs than the original tumors. 
However, the spectrum of sensitivity to anticancer drugs of original tumors was well-
preserved in the corr巴spondingxenografts. 
The present results indicate that human tumor xenografts may be used to develop quanti-
tative chemosensitivity tests. 
Key word: Nude mouse, Xenograft, Clonogenic assay, Chernosensitivity. 
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Present address: The 2nd Department of Surgery, Faculty of Medicine, Kyoto University, Kyoto 606, Japan. 
222 日外宝第53巻第1号（昭和59年1月）
症例；
緒 ・吾妻・日
ヌードマウスは， 1962年， Glasgowの Gristによっ
て発見された毛の無い突然変異種のマウスで， Issac-
sonおよび Cattanachにより報告された.1956年，
Flanagan6' Iとより遺伝的解析がなされ， その形質が
第11染色体の劣性遺伝子（nu）により支配されている
ととが示された.1968年， Pantelouris27》がヌード7
ウスに胸腺が欠損しているζとを報告し，以後乙の免
疫不全状態が，種々の研究に用いられるようになった．
1969年， RygaardとPovlsen抑が初めてヒト結腸癌の
ヌードマウスへの移植に成功し，以後多くの悪性腫湯
の移植が報告され，とれを用いた研究がなされている．
現在，悪性腫携の化学療法ICおいて，たとえ同一組
織型であっても，個々の症例ごとに制癌剤感受性が異
なることが知られ，癌化学療法の成績を向上させる為
には，腫蕩どとIC制癌剤感受性の判定を行なうととが
要求されている．との為，種々の invitroの制癌剤感
受性試験や，ヌードマウスに生着した腫携を用いた in
vivoの制癌剤感受性試験が試みられ， その成績が蓄
積されてきている．
一般に，ヌードマウスIC生着した麗場は継代を重ね
ても，組織学的，機能的IC原腫蕩の特性を良好に保持
すると報告され，制癌剤感受性においても原腫蕩の性
質を維持していると仮定して，ヌードマウスを用いた
実験化学療法がすすめられている．しかし，その判定
結果と臨床効果との相闘を検討した報告は未だ少数で
あり，文，原腫蕩とヌードマウス移植腫場の制癌剤感
受性を clonogenicassayを用いて直接比較検討した報
告はない．
Clonogenic assayは，二層軟寒天培地において腫場
細胞が増殖， コロニーを形成する乙とを利用し， 制
癌剤の示すコロニー形成抑制率で効果判定を行う in-
vitroの制癌剤感受性試験で， その判定結果と臨床効
果との高い相関によって注目を集めている．
著者はζのclonogenicassayを用いて，原腫蕩とそ
のヌードマウス移値腫蕩の制癌剤感受性を比較し，ヌ
ード？ウス移縞腫蕩の特性について検討を加えた．
実験材料及び方法
ヌードマウス：
4～8週齢の雄 BALB/Cnu/nuマウス（日本ク
レア）を使用した．ヌード7ウスの飼育及ひ。実験操作
は， SpecificPathogen Free条件下に行った．
胃癌11例，大腸癌6例，神経芽細胞腫4例，腎癌2
例，望書丸麗蕩2例，肝芽細胞麗1例，卵黄嚢癌1例，
悪性黒色腫1例，脂肪肉腫2例の計30症例を実験IC用
し、fこ．
各症例の手術摘出標本の一部を可及的無菌的iζ採取
し， Penicillin,Streptomycin, Amphotericin-B加α－
MEM (MEM Alpha Medium. Irvine Scientifi】中lζ 
て移送， clonogenicassay及びヌードマウスへの移植
に使用した．
Clonogenic assay (Fig. 1): 
腫場細胞の酵素学的分離には， 0.14~ぢ Collagenase
type I, 0.03~ぢ（500 KU /ml) Deoxyribonuclease type 
I （以上， SigmaChemical Company, ST Louis USA) 
加 α－MEM（以下， EnzymeSolution），及び 0.03.% 
Deoxyri bonuclease加 a-MEM（以下， DNaseSolu-
tion）を用いた．
腫蕩細胞の培養には， Penicillin(50 U /ml), Stre-
ptomycin (50 mcg/ml), Amphotericin-B (1.2 mcg/111!) 
(Gibco Laboratories, Grandisland Biological Com・ 
pany), 157ぢ牛胎児血清加 CEM(chee’S modification of 
Eagle’s medium) （以下， CultureSolution）を用いた．
実験室lζ移送された腫蕩は鋭男刃ICて充分に細切し，
麗蕩 lgrあたり 10～20mlの EnzymeSolution中K
てゆるやかに撹梓しながら 37。CC02 incubator内で
30～60分間酵素を作用させ，腫蕩細胞の分離を行った．
乙れを，滅菌した2枚ガーゼにて温過し残澄を除去，
800～1000 rpmにて遠沈し上清の酵素液は吸引廃棄し
た．沈澱した腫毒事細胞に DNasesolutionを加え，軽
くピペッティングを行い細胞を浮遊させ，再度遠沈後，
上清の DNasesolutionは吸引廃棄した．腫場細胞は
culture solution lζて suspend し， trypanblue ex-
cl usion test lζて生細胞比率を測定した後，生細胞数
が 6×105/ml～1.5×106/mlとなるように調整した．
培養には， 35×lOmmの Petridish (Linbro 76・
247【05;Flow Laboratories）を用いた Culturesolu-
tion IC Bacto-agar (Difeo, Lab. Detroit, Mich）を
0.5%となるように加え．各 dishtζ1 mlづっ分注し
下層を作成した． 調整された腫蕩細胞浮遊液を lml
づっ試験管に分注，無制癌剤の controll～2本を除き，
各今IC制癌剤と 50'CIC温められた 2mlのagar加
culture solutionを加え， 0.3形 Agar加腫湯細胞浮遊
i液とし，あらかじめ作成しておいた3校の Petridish 
下層上に lmlずつ分注，上層を作成した．
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Fig. 1. Clonogenic Assay 
Assay に使用した制癌剤は， Adriamycin(ADM), した dishを用いて，少数の celcluster による誤差を
Actinomycin-D (ACTD), BCNU, Bleomycin (BLM), 調整した．
Cis-Platinum (Cis-DDP). 5-FU, Melphalan (Melph), 制癌剤の抗腫蕩効果は， 無制癌剤の controldish 
Mitomycin-C (MMC), Vincristine (VCR）であり，腫 に形成されたコロニー数に対して，制癌剤とともに
場細胞と各制癌剤との接触濃度は，制癌剤常用量の人 plateされた dishのコロニー形成数が何パーセント抑
体血中ピークレベル濃度2＞を参考に決定した（chart1). 
腫場細胞と制癌剤とは持続接触となり，又， 1枚の
Petri dish には 2×105~5× 105 個の腫蕩細胞が plate
されたととになる． 乙れ等の dishは倒立顕微鏡で
cel clusterの有無を確かめ， 各実験につき最低1枚
のdishをホルマリンを加えた後冷蔵保存した. Plate 
の終った Petridishは 37。CC02 incubator内で2～
3週間培養，倒立顕微鏡にてコロニー形成を確認した
後， B回tranIII全自動コロニーカウンターを用いて各
dishのコロニー数を測定した. 50個あるいはそれ以
上の細胞の集団をコロニーと判定し， controldish に
おいて30個以上のコロニー形成を認めたもののみを制
癌剤感受性判定可能とした．又， plate時に冷蔵保存
Chart 1. Drug Concentration Used to Determine 
In Vitro Sensitivity 
Drug Concentration (μ.g/ml) 
Adriamycin 0.4 
Actinomycin-D 0. 1 
BCNU 2.0 
Bleomycin 2.0 
Cis-DDP 2.0 
5 FU 10.0 
Melphalan 1.0 
Mitomycin 3.0 
Vincristine 0. 5 
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ヌード7 ウス背部皮下に移植した．ヌードマウスIC:生
着した腫痴は，エーテル麻酔下に無菌的lζ摘出し，同
様の手技Kて clonogenicassayを施行した．
結 果
第53巻
制されたか（コロニー形成抑制率〕を計算して判定した．
ヌードマウスへの移植 （chart2): 
30例中， 21例は原腫蕩より作成された腫場細胞浮遊
液の一部を， 25G針にてヌード7 ウス背部皮下に注入
した．残る 9例は，原腫場を鋭男刃lζて充分に細切し，
均一な状態にしたものの一部を 16G移植針を用いて，
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Chart 3. Plating Efficiency of Original and Xenografted Tumors 
in Cionogenic Assay 
Case 
Original Tumor 
Tu mo「 Xenograft 
1) Gastric cancer 0.02% 0.18% (35 days*) 
2) Gastric cancer 0.01 0.08 (22 days) 
3) Colon cancer 0.02 0.08 ( 9 days) 
4) Colon cancer** 0.04 0.22 (14 days) 
5) Malignant melanoma 0.09 0.02 ( 7 days) 
6) Testicular tumor 0.04 0. 19 ( 8 days) 
7) Neuroblastoma 0.03 0.5 ( 4 days) 
8) Hepatoblastoma 0.28 0. 12 (1 days) 
* volume doubling time of tumor grown in nude mice. 
** 2・ndgeneration in nude mice. 
各腫痕のコロニー形成率（chart3): 消化器癌を中心K30例の悪性腫蕩をヌードマウスlζ
移植した．細胞浮遊液を注入した21例中7例（33%)
及び，細切した後移植針を用いて移植した 9｛￥！］中5{¥!] 
(56~ぢ）の計12例が，ヌードマウス IL生着した．しか
し，原腫蕩とヌードマウス移植腫蕩の両者の制癌剤感
受性判定及び比較が可能であったものは8例であった．
症例 4 colon cancerは， ヌードマウス継代2代田
のものを用いた．他の7例はヌードマウス継代初代の
腹蕩を用いて検討した．症例 5malignant melanoma 
と症例8hepatoblastomaは， ヌード7 ウス移植腫蕩
においてコロニー形成率の低下が認められたが，乙の
Chart 4. Colony Inhibition Rate of Anticancer Drugs 
Case Original tumor Tumo「xenograft Case Original tumor Tum。rxenograft 
1) Gastric cancer % % 6) Testicular tumor % % 
MMC 。 61 Melph 12 33 
ADR 。 65 Cis DDP 56 66 
5FU 。 63 BLM 39 81 
Melph 22 76 ACTD 。 30 
2) Gastric cancer 7) Neuroblastoma 
MMC 84 76 MMC 34 98 
ADR 92 88 ADR 84 98 
Melph 54 38 5FU 84 96 
3) Colon cancer Melph 38 81 
MMC 12 62 Cis DDP 71 90 
ADR 。 47 BLM 75 95 
5FU 4 57 ACTD 76 98 
Cispl 7 55 VCR 51 96 
4) Colon cancer 8) Hepatoblastoma 
MMC 23 74 MMC 33 85 
5FU 32 84 ADR 56 82 
Cis DDP 27 74 5FU 50 76 
BCNU 5 40 Melph 20 56 
5) Malignant melan。ma Crs DDP 75 95 
MMC 98 99 BLM 52 95 
Cis DDP 70 84 ACTD 68 90 
BCNU 24 31 VCR 47 87 
BCNU 28 72 
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B: tumor xenogrnft in nude mouse (first generation). The histologic picture 
was consistent with that of the original tumor. 
(Hematoxylin-Eosin stain，×400) 
Fig. 2. Light Microscopy. 
両者は原腫蕩のコロニー形成率がそれぞれ0.09%,
0.28%と他の症例に比し非常に良好であった．他の6
例は，原腫場のコロニー形成率が0.01～0.04%と比較
的低く，ヌードマウス移植腫蕩は原腫場IL比し4～17
倍，平均8倍のコロニー形成を示した．ヌードマウス
における体積倍加時間と，その腫場のコロニー形成事
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Fig. 4. 
症例 2,4, 8: pく0.025) (Fig. 3）.又，症例 3,5も有
意では無いが，ヌードマウス移植腫揚が原腫場の制癌
剤感受性スペクトラムを良好IC保持していると考えら
れた．症例6においては， 4制癌剤中2剤聞にのみ効
果順位の逆転をみた．症例7は全く相関を認めなかっ
た（Fig.4). 
Clonogenic assayは， Hamburger, Salmon lとより
開発された invitroの制癌剤感受性試験で山3）’二層
軟寒天培地で腫蕩細胞を培養し，その生死をコロニー
形成により判定する方法である．制癌剤の抗腫療効果
は，無処理群IL対する薬剤処理群のコロニー形成の減
少の程度（コロニー形成抑制率）を算出し，定量的に
評価するととができる．
Von Hoffら46》は， 800例の悪性腫蕩に clonogenic
assayを施行し， 123回の臨床効果との相関の検討を
行った.Assay lζて感受性ありと判定され，臨床的に
もPartialRemission以上の効果が得られた割合（true
positive rate）は71%, assayで感受性無しと判定され，
察考
Fi邑.3.
との聞には，一定の関係を認めなかった．
原腫癒とヌードマウス移植腫癒の組織学的検討．
8症例の原腫療とヌードマウス移植腫場の組織標本
を作成し，光顕的に検討した．全例，ヌードマウス移
植腫蕩は原腫蕩の組織学的特性を保持し， 特別な差
異を見出さなかった（Fig.2). 
制癌剤感受性の比較（chart4): 
症例により， 3種類から9種類の制癌剤lζ関し検討
し得た．症例2と症例5の2例lζ関しては，ヌードマ
ウス移植腫蕩は，原腫蕩の制癌剤感受性をほぼ同等に
保持していた．他の6例は，ヌード7 ウス移植腫蕩に
おいて，制癌剤に対する感受性の冗進を認めた．しか
し，各腫蕩の複数制癌剤に対する感受性スペクトラム
に関しては，原腫蕩とヌードマウス移植腫場との聞に
大きな差異を認めなかった．そ乙で，各制癌剤の原腫
蕩lζ対するコロニー形成抑制率と，ヌードマウス移植
腫蕩IC対するコロニー形成抑制率との相関について検
討した．症例 1,2,4,8の4例において，各制癌剤の原
腫場とヌードマウス移植腫蕩とに対するコロニー形成
抑制率の間IC有意の相関を認めた．（症例 1:pく0.05, 
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臨床的にも効果の認められなかった割合（truenega-
tive rate）は98%と，有意に高い相闘を報告している．
Assay判定結果と臨床効果との相関を検討した他の
報告3品 28.Sllも同様の高い相関を報告し， clonogenic 
assayは invitroの制癌剤感受性試験として非常に予
言性の高い試験法と制面されている．
現在まで，さまざまな悪性腫蕩が二層軟寒天培地に
おいてコロニーを形成するととが知られ， ζれを用い
た悪性麗療の基礎的，臨床的検討が為されている．本
実験では，胃癌2例，大腸癌2例，小児悪性腹蕩2例，
腎細胞癌1例，悪性黒色腫1例と多種類の腫蕩にわた
って検討している．乙れ等の悪性腰湯が clonogenic
assay において良好にコロニーを形成するととは，他
の報告においても明らかにされているJ.14晶.，
Clonogenic assay において，腫蕩細胞と制癌剤との
接触には1時間接触法と持続接触法の 2法が行われて
いるが，著者は持続接触法を採用している．乙れは，
5-FU等の timedependentな制癌剤の場合， 1時間
接触法では充分な効果を示し得ない事28に又， 1時間
接触法は実験操作が繁雑になり手技的な誤差を招き易
いためである．
ヌードマウス移植腫蕩は，原腫蕩の組織学的，機能
的特性を良好に保持すると報告されている山知品品開
又，ヌードマウスを用いた実験化学療法の判定結果と
臨床効果とが類似する乙とも報告され帥16品 26.29'39》，
ヌード7 ウス腫場系は，ヒト悪性腫蕩化学療法の良好
なモテリレとされている．しかし，とれらの，判定結果
と臨床効果との相関を検討した報告は，症例数及び検
討した制癌剤ともに少数であり，今後の症例の蓄積が
必要とされている．さらに，複数制癌剤IL対する感受
性スペクトラムに関する検討は報告されておらず，著
者は乙の問題点に関し，原腫蕩とヌード7 ウス移植腫
場の両者に clonogenicassayを行い，直接制癌剤感
受性の比較を行った．
30191］の臨床症例に試み，比較可能であったのは8例
であった－ 4例は，感染やコロニー形成不良のため感
受性判定ができず， 18例は，ヌードマウスへの生着に
成功せず検討できなかった．ヌードマウスへの生着率
が低値であったのは， 21例において原腫蕩から酵素学
的分離により作成された腫蕩細胞浮遊液を移植に使用
したためである（生着率33必）．とれは，たとえ同一腫
蕩であっても，その部位iとより celkineticsや制癌剤
iζ対する感受性も異なるとされる，腫蕩の Heteroge-
neityの問題を考慮し4,7,14,22・48》，原腫蕩とヌード＜：ウ
スへ移植した腫蕩の同一性を高めるため細胞浮遊液を
使用したものである． 実験後期に行ったように，腫
蕩を充分細切し均ーしたものの一部を移植する方法を
行えば（生着率56%），生着率は向上したと考えられる
17'24.42> 
コロニー形成率は， 6例においてヌードマウス移植
腫蕩が原腫蕩に比し良好となり， ζれらは平均8倍の
上昇を示した．
Tveitら柑は， 9例のヒト転移性メラノーマと 9
伊lのヌードマウス可移植性メラノー＜＇IL clono genie 
assayを行い，ヌードマウス可移植性メラノーマの方
がコロニー形成率が高いという結果を示している．又，
Selbyら33》も， immunosuppressedmice kメラノー 7
を移植し， soft-agardiffusion-chamberを用いてとれ
らの腫蕩のコロニー形成を検討し，移植腫蕩は著明It:
コロニー形成が良好であり，継代により更に上昇した
と報告している．そして乙れは， cel selectionの結果
clono genic celの比率が増加するためかもしれないと
述べている．
一方，生体内とヌードマウスにおける腫蕩の gro-
wth characteristicsの変化を指摘する報告が見られ，
lkeuchiら山は， ヌードマウス移植腫蕩IζH3-TdR
pulse lab巴!lingを行い，その celkinetic parameterを
求め，以前に報告された生体内の腫蕩のparameterと
比較し， tumorvolume doubling time （以下， TVDT)
は短縮しているとし，との理由として生体内の腫療は，
増殖の plateauphase k達しているのに対し，ヌード
マウス移植腫蕩は logarithmicphase!C在るためと報
告している．
又， Matternら21》は，肺癌4症例について， X線検
査によって得られた原腫場の TVDTとヌー ドマウス
移植腫蕩の TVDTとを比較し，ヌードマウス移植麗
蕩において TVDTの短縮と S期細胞の比率の増大が
みられ，かつ継代を重ねると更に TVDTが短縮した
と報告し，乙れらは proliferatingcel の比率の増加
によるものであると述べている．
著者は，原腫湯は生体内で定常増殖期にあり， non
proliferating cell が多いのに対し38••0川I) ，ヌードマウ
ス移植腫療は対数増殖期にあり， proliferatingcelの
比率が高く， ζれがコロニー形成率の上昇をもたらし
たと考えている．
一方，コロニー形成率の低下を来した2例について
は，原腫蕩がすでに良好なコロニー形成を示す麗療で
あり，ヌードマウス移植腫療の mvitro におけるコロ
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ニー形成が非常IC多数であったため，早期に培養条件
の悪化を来し，個々のコロニーの発育が阻害されたた
め，結果的にコロニー形成率が低下したものである．
ヌードマウス移植腫蕩のTVDTは，症例7Neuro-
blastomaの4日から，症例 1Gastric cancerの35
日まで平均 12.5日の値をとった．最も TVDTの短
い症例7は， invitro におけるコロニー形成率も著
明に高かったが， TVDT7日の症例5Malignant 
melanomaは，コロニー形成率0.02%と低値であり，
TVDT 35日と増殖の遅い症例1は， コロニー形成率
0.185ぢと良好な値を示し，ヌードマウスにおける増殖
速度と invitroにおけるコロニー形成率との聞には
一定の相関を認めなかった．ヌード7 ウスにおける
cel Joss factorや，腫蕩にとってのヌードマウスと in
vitroの環境の適合性が，増殖速度やコロニー形成率
に大きく影響していると考えられた22>-
制癌剤iζ対する感受性iζ関しても，ヌードマウス移
植腫蕩は，原腫蕩IC比し6例において高感受性となっ
た.Kirkwoodら18’は， 4例のメラノーマについて，
一度培養された細胞は，新鮮あるいは冷凍保存された
細胞に比しコロニー形成が良好となり， 更に dacar-
bazine iζ抵抗性を示した3例の冷凍保存細胞が，培
養するととにより中等度の感受性を示すようになった
と報告している． ζれは，著者の得た結果と類似して
いる．ヌードマウス移植腫蕩の制癌剤感受性が高まる
のは，先IC述べたようにS期の細胞の比率の増加によ
るものと考えられる34,35)"
文，著者は，腫蕩細胞と制癌剤とは持続接触法を用
いており， plateされた制癌剤の経日的な活性の低下
という因子も考慮しなくてはならない．
MMCと5FUIC関し， plate後の薬剤活性の変化を
bioassay iζて検討したと乙ろ， 2剤ともに， plate後
24時間の活性lζ比し.14臼後には薬剤活性は 1/2IC低
下した．
ヌードマウス移植腫場は対数増殖期にあり， proli-
ferating cel の比率が高く，高感受性となり，生体内
の原腫蕩は定常増殖期IC達し，Go,long G1といわれ
るnon-proliferatingcelの割合が大きく 39,40・u’，これ
らの腫蕩細胞のなかには，制癌剤活性の低下した時期
fl: cel cycle tζrecruitしてくる細胞が存在する可能
性があり，このため，低感受性を呈する可能性がある．
本研究において，ヌードマウス移植腫療は，制癌剤
感受性が高まる傾向を示しているが，腫蕩の複数制癌
剤ij!ζ対する感受性スペクトラムについては，比較的良
好IC保持していることが明らかにされた 比較し得た
8例中4例については，統計学的に両腫湯の感受性ス
ペクトラムfl:有意の相関を認め， 2例は統計学的に有
意ではないが，感受性スペクトラムICは変化を認めな
かった． l例は4薬剤l中2剤に順位の逆転をみた．全
く相関を示さなかった症例7,neuroblastoma につい
ては，ヌードマウス移植腫蕩の制癌剤感受性が著明Iζ
上昇したため，ほとんどの制癌剤が955ぢ以上のコロー
一形成抑制率を示し，正確な感受性スペクトラムを反
映できなかったのが原因と考えられる．
ヌード7 ウス可移植性腫場を用いて，その invivo 
の制癌剤感受性と softagar における invitroの制癌
剤感受性を比較し，両者がよく一致することが報告さ
れlh44ヘヌードマウス移植腫蕩の有用性が示されてい
る．本研究においても，ヌードマウス移植腰蕩は，制
癌剤lζ対する感受性は高まるものの，感受性スペクト
ラムは良好に保持しており，ヌード7 ウス移植腫蕩を
用いた実験化学療法は，その効果判定基準を誤らなけ
れば，悪性腹蕩化学療法の有用なモデlレであるζとが
明らかにされた．しかし本研究では，ヌード7 ウス移
植腫湯は初代あるいは2代目の腫蕩を使用しており，
長期間継代保持している腫蕩fl:関しては，原腫蕩の感
受性スペクトラムが良好に保持されているかどうかは
不明である．この点lζ関して，丸尾ら20》は，ヌー ドマ
ウス可移植性ヒト肺癌の BlεomycinIC対する感受性
を，約5年半の間隔をおいて，継代7代目と36代目の
腫蕩について検討し，両者が非常によく一致する dose
response曲線を描いたと述べ．ヌード7 ウス移植腫蕩
は，制癌剤lζ対する感受性をよく維持し，再現性を保
っていると報告している．
一方， Bogdenらωは，ratmammary adenocarcinoma 
がヌード7 ウスにおいて20代の継代を重ねることによ
って，生化学的にも制癌剤fl:対する感受性も変化し．
長期間の安定性lζ問題があると報告している．ヌード
マウスにおける長期継代の制癌剤感受性lζ対する影響
については，今後の検討が必要である．
結 語
ヌード7ウス移植腫蕩が，ヒト原腫蕩の制癌剤Iζ対
する感受性を保持しているかどうかを明らかにする目
的で， invitroの制癌剤感受性試験である clonogenic
assayを用いて，両腫場の感受性を比較検討した.30 
症例lζ比較を試み， 8例において比較検討可能であり，
以下の結果を得た．
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①組織学的検討において，ヌード7ウス移植腫蕩は
ヒト原腫蕩の特性を良好に保持していた．
② in vitro におけるコロニー形成率は，ヌード7 ウ
ス移植腫揚が原腫蕩に比し著明に良好となった．
③ 制癌剤IC対する感受性も，ヌードマウス移植腫場
が高くなった．
④ ヌードマウス移植腫蕩は，原腫蕩の複数制癌剤に
対する感受性スペクトラムを良好に保持していた．
③ ヌード7 ウス移植腫蕩は，ヒト癌化学療法の有用
なモデJレであるととが示された．
稿を終えるにあたり，御懇篤な御指導と御校閲を賜わりま
した，京都大学第2外科，日笠頼則教綬に深甚なる感謝の意
を表します．
さらに，直接の御指導・御鞭縫をいただきました，京都大
学第2外科，里村紀作助教授・福井医科大学第2外科，谷川
允彦助教授に深く感謝いたします．
本論文の要旨は，第21回日本癌治療学会総会にて報告した．
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